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長寿命β核種の核励起による短寿命化の検討を行っている。本研究では、半減期 1000 億年の La-138 を

試料としてγ線照射、電子線照射を行ない、照射量に関係したβ崩壊の若干の変化が観測された。 
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[はじめに]  β崩壊は崩壊前の原子核の状態と崩壊後の状態によって崩壊確率が決まるとされている。 

La138 は天然の放射性核種であるが、核スピン変化３の第３禁制遷移であることから半減期 1000 億年とい

う超長寿命核である。ところが La-138 には低エネルギーの核レベルが多く存在し、これらに励起した場合

は禁制度が劇的に下がり、許容遷移あるいは超許容遷移になり短寿命化すると予想される 1)。そこで、い

くつかの方法で核励起を行い、短寿命化を試みた。 

[実験] 天然の金属 Laを府立大学が所有するコバル

ト線源および電子線形加速器で照射した。β崩壊の

測定には Ge 検出器を用い、照射前後の変化を比較し

た。図１に照射体系を示す。Co-60 の照射は図 1(a) 

のような体系で空気中の照射を行った。線量率は    (a) Co-60 照射体系  (b) 電子線照射体系 

約 70kGy/h である。電子線形加速器の照射は図 1(b)  図１ La 照射体系 

のような体系で行った。電子エネルギーは 6～8MeV、 

平均電流は約 2μA であった。図２に Co-60 照射前後の

Ge スペクトルを示す。La のバックグランドには、アク

チニウム系列からの放射線が多いという特徴があり 2)、

スペクトルの多くはこれらによるものである。 

図２の中の La-138 からの２本のピーク（図中の(1)と

(2)）に注目した。Co-60 照射では、(2)のピーク面積

が照射量に、およそ比例して減少する現象が観測され

た。減少量は％程度であった。ただし、(1)のピークの

減少は観測されなかった。これに対して、電子線形加

速器による照射では、(2)のピークよりも(1)のピーク   図２ Co-60 照射による La-138 の 

の減少が大きいという異なった結果となっている。           スペクトルの変化 
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